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試金石ストーリー 5
平和へのビジョン

Photo Caption 1: 1988～1989年度に初回平和ポスター・コンテストの最優秀賞を勝ち取ったのは、レバノン、ベイルートのムスタファ・エル・タワジーさんでした。
Photo Caption 2: 1966～1967年度のライオンズ平和作文コンテストでは、ドワイト D. アイゼンハワーが名誉審査員長を務めました。
平和に対する子どものビジョンほど、世界における調和の必要性を強く訴えかけるものはありません。しかも、何百万人もの子どもたちが一斉にそれを表現したとしたらどうでしょう。

ライオンズクラブ国際協会は1988年以来、毎年ライオンズ国際平和ポスター・コンテストを開催し、11～13歳の子どもたちに平和への各自のビジョンを表現するよう呼びかけています。この国際コンテストには、毎年世界中から400,000人もの子どもたちが応募します。地元のクラブがスポンサーとして参加することで、ライオンズの重要な信条の一つ、「世界の人びとの間に相互理解の精神をつちかい発展させる」が反映されています。
クレヨン、水彩絵具、鉛筆、その他の手段で独特の平和のビジョンを描いた心に訴える作品により、毎年国際大賞受賞者1名と優秀賞受賞者23名が選ばれます。すべての受賞者には賞金と表彰状が贈られます。

1988～1989年度に初回平和ポスター・コンテストの勝者となったのは、戦火に引き裂かれたレバノン、ベイルートのムスタファ・エル・タワジーさんでした。その作品には「Peace Will Help Us Grow（平和は私たちの成長を促す）」というテーマが、バラの花々の上を飛ぶ鳩によって描かれていました。彼は平和というものを知りませんでしたが、それがどのようなものか、自分なりのビジョンを表現したのです。
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大賞受賞者は世界中から生まれており、イタリア、日本、インドネシア、南アフリカ、米国などはほんの数例です。コンテストに応募した子どもたちはすべて、その芸術性と独創性を各スポンサー・ライオンズクラブから祝福されます。若い芸術家の作品にはいずれも、独自の経験、文化、世界観が反映されています。

目の不自由な子どもたちにも、ライオンズ国際作文コンテストを通してそれぞれに平和を表現する機会があります。11～13歳の生徒は誰でも、毎年平和ポスター・コンテストと同じテーマで短い作文を提出し、賞金を勝ち取ることができます。

これらのコンテストの起源はともに、「平和作文コンテスト」という名の1960年代のプログラムに遡ります。1967年の国際協会50周年記念に役立てようと、ライオンズが14～21歳の青少年に平和に関する作文の提出を呼びかけ、100万を超える応募が寄せられました。ドワイト D. アイゼンハワー元アメリカ大統領を名誉審査員長とする国際審査員団は、A. ラッセル・ウォーデルさんを受賞者に選びました。カナダ、ブリティッシュコロンビア州クランブルックの高校生で、その作文は「平和は実現可能か？」と題するものでした。

彼は次のように書いています。「平和への近道は存在しない。人間はその社会的、道徳的、知的価値観を進化させることによってのみ、自分自身との真の平和を実現できるのだ。」

いつか夢が現実となることを願って、世界中の若者たちが平和の表現をライオンズに寄せ続けています。
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